
意見表明支援員（アドボケイト）とは？

こどもの声に耳を傾ける
児童養護施設・里親・一時保
護所で生活するこどもたちの
気持ちや不安、日々の思いを

丁寧に聴き取ります。

思いを代弁・支援
こどもが自分で大人に伝える
手助けや、必要に応じて代弁

します。

横浜市こどもの意見表明支援事業

2024年4月施行の児童福祉法改正に伴い、横浜市は2024年9月、施設や里親のもと
で暮らす子どもの声を聴き、権利を守る「こどもの意見表明支援事業」を開始し
ました。事務局は横浜YMCAが担っております。

「子どもの権利条約」や「こども基本法」に基づき、子ども自身が権利の主体と
して自由に意見を言える環境づくりを目指しています。周囲に言いにくい本音や
「声なき声」もすくい上げられるよう、専門の「意見表明等支援員(子どもアドボ
ケイト)」が寄り添い、プライバシーの守られた安全な環境で意見の発信や情報提
供をサポートします。

大人が「子どものために」ではなく「子どもとともに」という視点を大切にしな
がら、子どもの最善の利益と権利擁護を推進していきます。

2026年度 意見表明支援員（アドボケイト）養成研修

意見表明支援員（アドボケイト）とは？

こどもの声に耳を傾ける 思いを代弁・支援 独立した立場で守る

施設・里親家庭に年2回、一時保護所に月2回、意見表明支援員(アドボケイト)が訪
問し、 児童の話を聴き、フィードバックのための記録を作成します。活動頻度は、
年に数回〜月に数回、1回1時間〜3時間30分です。面談回数に合わせて謝礼金をお支
払いしております。

事業紹介動画（YouTubeにて公開中）

①アドボケイト紹介動画 Part 1
「きみの味方はここにいる」

2026年9〜10月実施

施設等で生活するこども
たちの気持ちや不安、

思いを丁寧に
聴き取ります。

こどもが自分で大人に
伝える手助けや、必要
に応じて代弁します。

施設や行政から独立し
た第三者として、こど
もの権利を守ります。

②アドボケイト紹介動画 Part 2
「おとなに話すってどういうこと？」

裏面に研修プログラム詳細・応募要件・お申込み方法を掲載しています



横浜市こどもの意見表明支援事業事務局

研修日程・会場の詳細（全3回）

※原則として3日間すべての日程への参加が必要です。
都合がつかない方は事前にご相談ください。

※研修受講修了後、スーパーバイザー（SV）による個別面談を実施いたします。

応募対象・確認事項

対象: 児童に関する事業や支援活動に関わった経験をお持ちの方

利害関係の制限: 児童相談所等の行政機関や施設・里親等の関係機関との間に
直接の利害関係がないこと

2026年10月24日(土) 13:00 〜 16:00

■

■

児童福祉法、児童買春・ポルノ規制法、その他福祉関連法により罰金刑を受けた者

【確認事項】以下の欠格事項のいずれにも該当しないことが条件となります：

禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わり、又は受けることがなくなるまでの者

児童虐待（被措置児童等虐待含む）を行った者、その他児童福祉に関し著しく不適当な行為をした者

080-5931-5984

2026年9月5日(土) 13:00 〜 17:00

2026年9月26日(土) 13:00 〜 16:15

QRコードより
お申し込みください

受講無料・Webにてお申込み受付中
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